
６（粗）付加価値額

（１）概況

平成２０年の付加価値額（従業者 4～29 人は粗付加価値額）は 1 兆 976 億円で、前年

に比べ 657 億円の増（前年比 6.4％増）となり、３年ぶりの増加となった。

（表１２、表１３）

（２）業種別状況

前年に比べ増加したのは鉄鋼、石油・石炭等８業種、減少は輸送機器等１６業種となっ

た。

また、業種別構成では、鉄鋼(22.3%)、電子部品(18.2%)、業務用機械(12.4%)、化学(8.4%)、

の順に大きく、これらの 4 業種で全体の半分強(61.3%)を占めている。

（表１２、図１８、図１９）
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図１８ 業種別（粗）付加価値額の前年比較

増減額 増減率

鉄鋼, 2,452, 22%

電子部品, 1,995, 18%

業務用機械, 1,357, 12%
化学, 921, 8%

石油・石炭, 540, 5%

窯業・土石, 510, 5%

飲料・たばこ, 497, 5%

食料品, 425, 4%

輸送機器, 411, 4%

プラスチック, 309, 3%

他の業種, 1,558, 14%

図１９ 業種別（粗）付加価値額と構成比（単位：億円、％）
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（３）従業者規模別状況

（粗）付加価値額は小、中規模層では減少したが、大規模層で増加した。

また、規模別構成比では、大規模層が全体の６割を占めている。

小規模層 8.8％（ 966 億円）

中規模層 31.6％（ 3,472 億円）

大規模層 59.6％（ 6,537 億円）

（表１３）

（４）付加価値率（従業者３０人以上）

付加価値率は 24.8％で、前年より 0.6 ポイント上昇した。鉄鋼等１０業種で上昇、化

学等１３業種で低下した。

業種別の付加価値率を高い順にみると、その他の製品(61.7%)、飲料・たばこ（59.1％）、

業務用機械(59.0％)、印刷(54.0％)となっている。

（表１４）

（５）１事業所当たり、従業者１人当たりの（粗）付加価値額

１事業所当たりの（粗）付加価値額は 585 百万円で、前年に比べ 34 百万円の増加（前

年比 6.2％増）となった。

また、従業者１人当たりの（粗）付加価値額は 1,504 万円で、前年に比べ 144 万円の

増加（同 10.6％増）となった。

（表１４）



（参考）

付加価値率 ＝

付加価値額
生産額－消費税を除く内国消費税額－推計消費税額

（従業者３０人以上）


